
「カンボジア政府統計能力向上計画」の活動内容 2015年5月12日

フェーズ１
2005年8月～2007年3月（1.5年）
（技術協力費約2.4億円）

フェーズ２
2007年4月～2010年9月（3.5年）
（技術協力費約3.5億円）

人
口
セ
ン
サ
ス

衛星写真及びＧＩＳ技術の活用によ
る統計調査用地図作成の技術移転

調査区設定

調査票作成、試験調査等作業への
助言 （UNFPAと分担）

調査企画

調査員訓練、本調査実施への
助言 （UNFPAと分担）

調査票のチェック・入力・製表の
技術移転 （UNFPAと分担）

調査員訓練・実査

集計

全国・小地域集計、統計ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
作成の技術移転（UNFPAと分担）

結果提供・データベース

人口・社会分析、利用促進セミ
ナー開催（UNFPAと分担）

分析

統計研修が中心 2008年人口センサス支援が中心

集
合
研
修

対象： 統計局（NIS）、各州計画局、
各省庁統計課 （計550人）

統計研修

統計担当の政府職員を対象とした
包括的な統計・パソコン研修の実施

統計研修

統計担当の政府職員を対象とした
統計の利用を促進する研修の実施
対象： 各州計画局、各省庁統計課

統計センター建設

本
邦
研
修

2005年度研修

国勢調査、労働力
調査等の実施状況
（NIS職員３名）

2006年度研修

国勢調査、集計プ
ログラミング等
（NIS職員２名）

2007年度研修

国勢調査の審査業務
（分類格付け等）
（NIS職員３名）

2008年度研修

小地域統計
（NIS職員３名）

経済センサス
（NIS職員３名）

2009年度研修

（見返り資金約１億円） （人口センサス費用 見返り資金約2.3億円）

事
業
所
調
査

事業所名簿整備
（プノンペン）

国勢調査、労働力
調査等の実施状況
（NIS職員３名）

地域限定の事業所名簿を試験的に
作成

事業所調査
（プノンペン）

事業所名簿整備
（全国）

事業所統計及び経済統計調査の標本基礎資料
として利用するための事業所名簿を作成

地域限定の事業所調
査を試験的に実施

経済センサス
（全国）

試験調査の実
施、準備作業



2003年11月に京都で開催した東アジア統計局長会議においてカンボジア統計局長
から協力要請があったことを機に、2005年８月より、技術協力プロジェクト「カンボジ
ア政府統計能力向上計画」が発足した。

カンボジア政府統計能力向上計画の概要

目的

 カンボジア2008年人口センサスや2011年経済セ
ンサスの実施に当たり、統計調査の企画、集計、
分析、提供、利用に必要な能力・人材を育成する。

協力期間

 2005年8月～2015年9月（フェーズ１～３）

実施体制：官民及び国際機関等との連携

日本側投入

専門家派遣（短期シャトル型）
（官側） ○ チーフアドバイザー

○集計／プログラミング
（民側） ○ 調査企画、集計／審査

分析、統計地図、小地域統計等）
研修員受入：毎年２～３名
機材供与：PC、サーバー、ソフトウェア等

総務省 統計センター

統計情報研究開発センター、
日本統計協会、
民間ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ会社
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間
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第三国統計局
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